
99

Ⅰ．研究の背景と目的

本稿の目的は,精神障害のある親とその子どもの生活支援に関する文献レビューをもとに,

精神障害のある親の子育て支援における効果的な援助要素を明らかにし , 今後の精神保健福

祉士の支援のあり方について提示することにある。

精神障害のある親の子育て支援において , 筆者らは生活者の視点に基づくアウトリーチ支

援を行っている精神保健福祉士であり , 活動の趣旨に賛同した４名で 2011 年に「精神障害

のある親の子育て支援を考える会（通称 , カンガルーの会）」を結成した。2007 年に筆者ら

が行った「精神科訪問看護ステーションにおける子育て中で精神障害のある人への支援に

関する研究」（辻本・栄，2008）を発表した当時は , 親の精神障害と子ども虐待との関係に

関する先行研究が散見されたものの（金田・牧野・濱口他，2000：小野，2001）, 精神障害

のある親そのものの支援や子育て支援に着目した文献はほとんどみられなかった。その背

景には , 精神疾患による症状や社会性の障害 , 薬物療法を利用したうえでの恋愛・出産に対

する専門的な支援技術の普及の欠如,子育てがうまくいかないことへの周囲の懸念などから,

本人も出産や子育てをあきらめてしまい（池淵，2013）, 結果的にその課題が顕在化されて

こなかったことが考えられる。

1995 年に成立した精神保健福祉法のなかに「福祉」の文言が法文化されるようになり ,

ようやく精神障害者の地域生活を保障する法制度ができた。それ以降 , 精神障害者の地域生

活支援に際して , 生活者の視点や病いを抱えながら本人が望む生活を再構築するリカバリー

志向の支援が強調されるようになった。2006 年に制度化された障害者自立支援法（現 , 障

害者総合支援法）では利用者本位のサービス体系が掲げられ , 精神障害者の在宅支援サービ

スが具現化された。2009 年度には厚生労働省から「障害者自立支援法の居宅介護（家事援助）

等の業務に含まれる『育児支援』について」の通知があり , 障害のある親の観点にたった育

児支援が明記された（厚生労働省，2006）。

その一方で , 児童虐待数の増加を背景に , 子ども虐待とその養育者の関連性が注視される

キーワード：精神障害者，子育て支援，文献レビュー，リカバリー視点，包括的生活支援

精神障害のある親とその子どもの
生活支援に関する文献レビュー

栄　セ　ツ　コ
辻　本　直　子

〔共同研究：マルトリートメントの親の子育てに関する理解とその支援〕



100 桃山学院大学総合研究所紀要　第47巻第１号

ようになった。2000 年に「児童虐待の早期発見及び児童虐待を受けた児童の迅速かつ適切

な保護」を目的として児童虐待防止法が制定されたものの , そこには保護後の子どものケ

アや養育者・家族への支援は含まれていなかった（西澤，2013）。ようやく 2004 年の一部

改正により要保護児童対策地域協議会（以下 , 要対協）が新設され , 要保護児童の支援機関

の連携体制の強化や虐待を行った養育者に対する親子の再統合の促進が期待された。その

後 , 2008 年に厚生労働省による「児童虐待を行った保護者に対する援助ガイドライン」が

策定され , 同時期に家族再統合プログラムが児童相談所で実施されるようになった。また ,

産褥期における精神疾患の課題が顕著となってきたことを背景に , 2014 年に日本周産期メ

ンタルヘルス学会が設立され , 毎年 , 精神科学 , 産婦人科学 , 看護学といった多角的な観点か

ら学術集会が開催されている。

このように , 精神障害のある本人の出産や子育て支援 , 周産期支援 , 児童虐待等の養育者

支援に関する研究の蓄積や法制度の整備が図られつつあるものの , 精神障害のある親の子育

て支援に関する課題は未だ顕著な状況にある。たとえば ,2017 年 12 月に公表された厚生労

働省の「社会的養護の現状について」では , 新規措置理由別児童者数における「養護問題」

の 8402 人の発生理由のうち「父母の精神疾患等によるもの」は 913 人であり , 全体の第 3

位の多さにあたることから（厚生労働省，2017）, その要因の解明や精神障害のある親の子

育て支援における効果的な援助要素を析出することは喫緊の課題と言える。

Ⅱ．研究方法

本調査の目的は ,「精神障害のある親の子育て支援」に関する課題とともに効果的な援助

要素を析出することにある。方法は文献レビューであり , 論文の選出方法は CiNii （Citation 

Information by National institute of informatics and J-Dream Ⅲ（Japanese databases））を

使用し , 検索語を「精神障害」「育児」「子育て」「親」「メンタルヘルス」の組み合わせで行った。

期間は 2008 年以降 2018 年までの 11 年間とした。先述のように , 2008 年は厚生労働省が「児

童虐待を行った保護者に対する援助ガイドライン」を公表した年次である。そこには , 養育

者に対する援助の全体像が示され , その後「障害のある親」の子育て支援や育児支援が必要

視されるようになった。また , 精神障害者の地域生活支援を掲げた法制度の理念の浸透とと

もに , 精神障害者を対象とした訪問看護ステーションの数が徐々に増加し , 2008 年には全事

業所数 1105 か所のうち 47.7％とほぼ半数を占めたことからも（厚生労働省，2009）, 検索

期間の起点を 2008 年とした。

論文の取り込み基準として , 精神障害のある本人の親（役割）支援 , 精神障害のある本人

の子育てに関するものを設定した。その結果, 164件がヒットし,その内訳は「精神障害・育児」

8 件 ,「精神障害・子育て」9 件 ,「精神障害・親」93 件 ,「メンタルヘルス・親・精神」54 件だっ

た。次に , 除外基準に関して , 精神障害者本人の親に関するもの , 具体的な支援内容が記述

されていないもの , 著者名に親の字が含まれるものを設定した。その結果 , 該当する論文は
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49 件だった。この 49 件のうち , 子どものライフステージを考慮し , 周産期から乳幼児期と

学童期以降に基準をおくと , 前者は 23 件であり , 後者は 26 件だった。筆者らが行ってきた

事例研究では , 周産期から乳幼児期の期間における法制度等に基づく支援やサービスは既に

拡充がみられることから , 最終段階で学童期以降のものを選択した（図１）。

図１　文献選択のフローチャート

Ⅲ．結果

本調査において ,「精神障害のある親の子育て支援」に関する対象文献は 26 件である。

効果的な援助要素の抽出に際して , 支援対象や内容に着目し ,「子どもへの支援」は 8 件 ,「精

神障害のある本人への親支援」は 11 件 ,「親と子どもの支援者や支援体制」の 7 件に分類

した（表１）。

電子データーベース　（CiNii）　「精神障害のある親の子育て支援」

キーワードによるスクリーニング	 n ＝ 164（重複論文 22）

		  ・精神障害・育児

	 ↓　 	 ・精神障害・子育て

		  ・精神障害・親

		  ・メンタルヘルス・親・精神

　　　　除外された論文		 n ＝ 93

		  ・精神障害者の親に関するもの

	 ↓　 	 ・具体的な支援内容の記述がないもの

		  ・著者名に親の字が含まれるもの

本文スクリーニング	 	 n ＝ 49

	 ↓

　　　　除外された論文		 n ＝ 23

	 ↓　	 ・周産期から乳幼児期に関するもの

該当論文	 	 n ＝ 26

	 ↓

「子どもへの支援（n ＝ 8）」「親への支援（n ＝ 11）」「支援者や支援体制（n ＝ 7）」
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を
介

護
す

る
子

ど
も

に
関

す
る

研
究

か
ら

有
効

的
な

支
援

の
示

唆
を

得
る

．

リ
サ

ー
チ

レ
ビ

ュ
ー

介
護

を
担

う
子

ど
も

に
関

し
て

,
日

英
の

研
究

動
向

を
整

理
す

る
．

子
ど

も
が

介
護

役
割

を
担

う
誘

因
に

は
,介

護
ニ

ー
ズ

の
発

生
,同

居
と

愛
情

,家
族

構
造

,期
待

,性
別

と
年

齢
,経

済
状

況
,差

別
と

孤
立

が
あ

る
．

 
課

題
と

し
て

,①
介

護
実

態
の

把
握

,②
子

ど
も

の
権

利
の

明
確

化
と

そ
の

実
現

の
政

策
の

必
要

性
,③

必
要

な
サ

ー
ビ

ス
に

ア
ク

セ
ス

困
難

と
な

る
要

因
や

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

検
討

．
④

介
護

を
担

う
子

ど
も

の
状

況
と

そ
の

対
処

方
法

の
把

握
が

あ
げ

ら
れ

る
．
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土
田

・
他 20
11

精
神

に
障

害
を

持
つ

親
と

暮
ら

す
子

ど
も

へ
の

支
援

の
方

向
性

を
検

討
す

る
．

量
的

調
査

精
神

に
障

害
を

持
つ

親
の

子
ど

も
の

講
演

会
の

参
加

者
（

10
8

名
）

に
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

実
施

．

①
子

ど
も

が
利

用
で

き
る

サ
ー

ビ
ス

（
支

援
・

相
談

窓
口

等
）

が
不

十
分

．
②

医
療

者
（

29
名

）
は

子
ど

も
を

含
め

た
家

族
ケ

ア
の

必
要

性
を

確
認

．
③

同
様

の
経

験
を

し
た

演
者

の
語

り
に

よ
っ

て
,子

ど
も

は
孤

立
し

自
責

的
な

自
身

を
認

め
る

機
会

に
な

っ
た

．
 

子
ど

も
た

ち
が

同
じ

よ
う

な
境

遇
の

仲
間

と
出

会
い

,送
っ

て
き

た
生

活
の

状
況

を
互

い
に

語
り

合
い

,情
報

交
換

が
可

能
と

な
る

場
を

つ
く

る
必

要
が

あ
る

．

森
田

20
10

a
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

問
題

が
あ

る
親

の
元

で
育

っ
た

子
ど

も
の

経
験

と
,そ

の
経

験
が

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

の
形

成
過

程
に

及
ぼ

す
影

響
を

明
ら

か
に

す
る

．

事
例

研
究

子
ど

も
（

１
名

）
に

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
実

施
し

,ナ
ラ

テ
ィ

ブ
分

析
を

行
う

．
 

子
ど

も
の

経
験

に
は

,①
ケ

ア
役

割
に

巻
き

込
ま

れ
る

,②
友

情
・

社
会

関
係

の
機

会
の

制
限

,③
親

の
「

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
問

題
」

を
め

ぐ
る

経
験

,
④

ラ
イ

フ
コ

ー
ス

の
選

択
と

ホ
ー

ム
ヘ

ル
プ

サ
ー

ビ
ス

等
の

利
用

や
精

神
障

害
者

家
族

と
の

出
会

い
が

あ
っ

た
．

子
ど

も
は

「
普

通
」

の
親

を
期

待
し

要
求

す
る

局
面

か
ら

,あ
き

ら
め

る
局

面
,で

き
な

い
状

態
に

あ
る

親
の

現
状

を
認

め
る

局
面

を
辿

っ
て

い
た

．

子
ど

も
は

,子
ど

も
が

ケ
ア

役
割

の
担

当
に

対
し

て
「

普
通

」
か

ら
「

逸
脱

」
と

捉
え

,メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
問

題
の

影
響

に
よ

り
「

普
通

」
の

親
の

よ
う

に
振

る
舞

う
こ

と
が

で
き

な
い

親
を

「
逸

脱
」

と
し

て
み

な
し

,
抑

圧
す

る
マ

ス
タ

ー
ナ

ラ
テ

ィ
ブ

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
．

こ
の

よ
う

な
子

ど
も

の
置

か
れ

た
立

場
を

理
解

す
る

必
要

が
あ

る
.

学
童

期
以

降
の

子
ど

も
を

も
つ

親
支

援
の

文
献

（
11

件
）　

名
城

20
18

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

課
題

を
抱

え
る

母
親

と
そ

の
子

ど
も

の
支

援
と

支
援

機
関

間
連

携
の

現
状

と
課

題
,要

望
を

明
ら

か
に

す
る

．

質
的

調
査

親
子

の
関

係
機

関
15

の
機

関
・

部
署

に
所

属
す

る
支

援
者

に
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

実
施

．
 

①
支

援
者

は
母

親
と

の
信

頼
関

係
の

構
築

に
苦

労
し

て
い

る
②

関
係

機
関

間
連

携
は

状
況

や
相

互
の

立
場

の
意

見
に

食
い

違
い

が
あ

る
③

新
た

な
サ

ー
ビ

ス
に

は
母

子
が

利
用

で
き

る
施

設
の

創
設

が
あ

げ
ら

れ
た

．

機
関

間
連

携
の

困
難

さ
や

支
援

者
の

知
識

・
ス

キ
ル

不
足

が
母

親
の

支
援

の
困

難
さ

を
生

み
出

す
要

因
と

考
え

ら
れ

る
．

母
子

が
利

用
で

き
る

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
や

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
の

必
要

性
,地

域
に

お
け

る
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

の
専

門
家

が
必

要
で

あ
る

．
 

岩
佐

・
他 20
18

精
神

科
急

性
期

閉
鎖

病
棟

の
女

性
患

者
の

子
育

て
経

験
の

有
無

と
実

子
に

対
す

る
児

童
虐

待
を

検
討

す
る

．

量
的

調
査

2
年

間
に

入
院

し
た

女
性

患
者

19
1

名
を

対
象

に
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施
．

出
産

経
験

あ
る

女
性

は
82

名
，

子
ど

も
の

養
育

に
関

わ
る

女
性

は
12

.6
％

．
児

童
虐

待
例

は
13

.4
％

，
出

産
・

育
児

に
関

連
し

て
精

神
症

状
を

発
症

・
増

悪
し

た
女

性
は

30
.5％

．
子

ど
も

の
数

は
平

均
1.9

名
，

3
名

以
上

は
18

.3％
だ

っ
た

．

出
産

や
育

児
と

い
う

ラ
イ

フ
イ

ベ
ン

ト
の

中
で

精
神

疾
患

の
発

症
・

増
悪

に
よ

り
育

児
困

難
を

き
た

し
や

す
い

現
状

が
あ

る
．

今
後

は
,「

ラ
イ

フ
イ

ベ
ン

ト
・

ハ
イ

リ
ス

ク
マ

ザ
ー

」
の

認
識

が
必

要
で

あ
る

．

村
方

20
17

精
神

障
害

を
持

つ
女

性
が

結
婚

・
出

産
・

子
ど

も
と

の
関

わ
り

を
通

し
て

体
験

す
る

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
の

過
程

を
明

ら
か

に
す

る
．

質
的

調
査

11
名

の
母

親
に

半
構

造
化

面
接

を
実

施
．

①
人

生
に

絶
望

し
諦

め
て

い
た

こ
と

を
応

援
さ

れ
幸

せ
に

な
る

チ
ャ

ン
ス

が
あ

る
と

思
う

,②
リ

ス
ク

を
伴

う
決

断
に

不
安

に
な

る
が

う
ま

く
い

く
支

援
に

よ
り

行
動

を
起

こ
す

,③
病

状
悪

化
で

自
信

を
な

く
す

が
身

近
な

人
（

支
援

者
・

家
族

・
先

輩
母

親
な

ど
）

に
助

け
ら

れ
子

育
て

の
辛

い
時

期
を

凌
ぐ

,④
母

親
と

し
て

成
長

し
自

分
が

子
ど

も
を

育
て

て
い

き
た

い
と

思
う

,の
カ

テ
ゴ

リ
が

産
出

さ
れ

,コ
ア

カ
テ

ゴ
リ

の
「

母
親

で
あ

り
続

け
た

い
と

言
う

思
い

を
引

き
出

し
保

証
さ

れ
続

け
る

体
験

」
に

統
合

さ
れ

た
．

支
援

者
は

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
観

点
か

ら
本

人
の

自
己

決
断

や
行

動
は

パ
ワ

ー
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

の
意

味
が

あ
る

と
認

識
し

,そ
れ

ら
を

重
視

す
る

．
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

の
体

験
に

よ
り

,絶
望

し
て

い
た

と
き

に
は

気
づ

か
な

か
っ

た
自

分
の

ス
ト

レ
ン

グ
ス

を
引

き
出

さ
れ

た
と

言
え

る
．

仲
間

に
よ

る
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

を
期

待
し

,ピ
ア

グ
ル

ー
プ

等
の

交
流

の
機

会
の

提
供

が
重

要
で

あ
る

．
 

村
方

・
他 20
17

必
要

な
精

神
医

療
を

受
け

ず
に

子
ど

も
と

同
居

し
て

い
る

精
神

障
害

を
持

つ
母

親
に

対
す

る
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
事

業
で

行
っ

た
支

援
内

容
を

明
ら

か
に

す
る

．

質
的

調
査

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

を
行

っ
て

い
る

子
ど

も
と

同
居

中
の

母
親

16
名

を
対

象
と

し
,支

援
内

容
の

自
由

記
述

を
分

析
．

①
初

回
訪

問
が

で
き

る
よ

う
に

家
族

や
関

係
機

関
と

協
力

が
必

要
,②

訪
問

拒
否

の
場

合
は

受
け

入
れ

ら
れ

や
す

い
方

法
で

介
入

,③
初

回
訪

問
以

降
は

定
期

的
な

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
継

続
,④

生
活

の
安

定
を

目
指

し
臨

機
応

変
に

対
応

,⑤
母

親
と

子
ど

も
の

関
係

機
関

が
連

携
・

協
力

し
た

介
入

,
⑥

医
療

不
信

の
場

合
は

通
院

や
服

薬
に

時
間

を
か

け
た

支
援

,⑦
病

院
や

地
域

で
の

継
続

支
援

に
移

行
．

必
要

な
精

神
医

療
を

受
け

て
い

な
い

母
親

に
支

援
を

行
う

場
合

は
,関

係
構

築
を

優
先

し
,信

頼
を

得
た

ス
タ

ッ
フ

が
治

療
参

加
を

促
す

こ
と

で
,通

常
の

精
神

医
療

に
つ

な
が

り
地

域
で

の
生

活
が

安
定

す
る

こ
と

を
目

指
す

．
契

約
前

の
家

族
や

関
係

機
関

と
の

会
議

,関
係

構
築

を
目

的
と

し
た

入
院

中
の

複
数

回
訪

問
な

ど
に

対
す

る
診

療
報

酬
の

見
直

し
が

必
要

で
あ

る
．
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辻
本

・
他 20
16

精
神

保
健

福
祉

士
が

か
か

わ
る

,
精

神
障

害
の

あ
る

親
の

子
育

て
支

援
の

事
例

か
ら

効
果

的
な

支
援

を
導

き
出

す
．

事
例

研
究

精
神

保
健

福
祉

士
が

か
か

わ
る

精
神

障
害

の
あ

る
親

（
20

事
例

）
の

子
育

て
支

援
の

分
析

．

事
例

か
ら

,精
神

保
健

福
祉

へ
の

効
果

的
な

支
援

と
し

て
,①

重
層

化
し

た
多

様
な

ニ
ー

ズ
を

持
つ

親
と

子
ど

も
の

個
別

支
援

.②
親

と
子

ど
も

の
社

会
的

孤
立

状
態

を
防

止
す

る
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
.③

親
と

子
ど

も
が

持
つ

ス
ト

レ
ン

グ
ス

を
活

用
し

た
支

援
.④

親
と

子
ど

も
を

世
帯

単
位

で
支

援
す

る
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
体

制
の

構
築

,が
導

き
出

さ
れ

た
．

本
人

・
子

ど
も

・
世

帯
の

ニ
ー

ズ
を

ス
ト

レ
ン

グ
ス

視
点

か
ら

継
続

的
に

ア
セ

ス
メ

ン
ト

す
る

.ア
ウ

ト
リ

ー
チ

や
統

合
的

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
が

必
要

で
あ

る
．

家
族

の
全

体
性

を
考

慮
し

た
分

野
横

断
的

な
生

活
支

援
と

切
れ

目
な

い
法

制
度

を
目

指
す

ソ
ー

シ
ャ

ル
ア

ク
シ

ョ
ン

が
必

要
で

あ
る

．

土
田

20
14

精
神

障
害

を
抱

え
る

親
に

対
す

る
理

解
や

対
応

方
法

を
教

師
に

提
示

す
る

．

実
践

報
告

看
護

師
と

し
て

の
実

践
．

親
と

子
の

サ
ポ

ー
ト

学
習

会
の

主
催

者
の

知
見

親
の

精
神

症
状

に
よ

り
,子

ど
も

の
生

活
や

養
育

に
必

要
な

生
活

行
動

が
困

難
な

場
合

や
,子

ど
も

の
サ

イ
ン

を
読

み
と

れ
ず

,ど
う

す
れ

ば
い

い
の

か
わ

か
ら

な
い

場
合

が
あ

る
。

ま
た

,精
神

障
害

者
に

対
す

る
ス

テ
ィ

グ
マ

の
た

め
に

困
っ

て
い

て
も

援
助

を
求

め
な

い
場

合
も

あ
る

．

障
害

理
解

と
と

も
に

,障
害

を
持

ち
な

が
ら

も
子

育
て

す
る

姿
を

認
め

,
必

要
な

こ
と

を
簡

潔
に

伝
え

る
．

学
校

や
関

係
機

関
が

情
報

共
有

し
,

何
が

で
き

る
か

を
出

し
合

う
こ

と
が

必
要

で
あ

る
．

山
下

20
13

親
の

「
精

神
障

害
」

の
と

ら
え

方
と

支
援

方
法

,及
び

そ
の

子
ど

も
た

ち
の

理
解

を
明

ら
か

に
す

る
．

実
践

報
告

小
児

科
医

,精
神

科
医

・
児

童
相

談
所

の
勤

務
経

験
の

知
見

．

明
ら

か
な

発
達

障
害

で
あ

る
自

閉
症

ス
ペ

ク
ト

ラ
ム

障
害

や
統

合
失

調
症

な
ど

一
部

を
除

い
て

,様
々

な
精

神
障

害
は

幼
少

期
の

被
虐

待
体

験
に

起
因

す
る

場
合

が
あ

る
．

 

ト
ラ

ウ
マ

的
な

出
来

事
の

体
験

を
経

た
結

果
の

虐
待

等
の

場
合

,「
虐

待
を

し
て

し
ま

う
状

況
を

克
服

す
る

力
が

あ
る

」
と

本
人

に
敬

意
を

示
し

た
支

援
と

治
療

が
必

要
で

あ
る

．
要

対
協

会
議

に
精

神
科

医
等

の
医

療
・

保
健

の
参

加
が

必
要

で
あ

る
．

 

平
田

・
他 20
13

 

精
神

障
害

の
あ

る
親

の
子

育
て

支
援

に
対

す
る

精
神

保
健

福
祉

士
（

PS
W

）
の

有
効

的
な

支
援

を
提

示
す

る
．

事
例

研
究

多
様

な
生

活
課

題
・

問
題

行
動

の
あ

る
事

例
の

子
育

て
支

援
を

分
析

．
 

事
例

に
対

し
て

,P
SW

は
,①

本
人

,子
ど

も
,本

人
の

両
親

へ
の

個
別

支
援

と
そ

れ
を

有
効

に
す

る
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
の

実
施

．
②

世
帯

単
位

で
支

援
す

る
た

め
の

関
係

機
関

の
協

働
．③

自
己

効
力

感
が

向
上

で
き

る
ア

プ
ロ

ー
チ

が
有

効
的

だ
っ

た
．

「
母

親
」

と
い

う
役

割
を

取
り

戻
す

支
援

に
よ

り
, 本

人
の

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
の

過
程

を
と

と
も

に
生

活
課

題
の

解
決

を
も

た
ら

せ
る

可
能

性
が

あ
る

．

澤
田

20
12

精
神

障
害

を
持

つ
人

が
親

に
な

る
過

程
を

支
え

る
看

護
の

支
援

を
明

ら
か

に
す

る
．

 

質
的

調
査

デ
イ

ケ
ア

の
利

用
者

で
子

育
て

中
の

人
に

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

実
施

．

出
産

・
子

育
て

は
,自

己
実

現
の

一
つ

．
親

に
な

る
過

程
に

は
,①

病
気

を
受

け
入

れ
る

.②
支

援
者

と
つ

な
が

る
.③

自
分

を
ケ

ア
す

る
.④

子
ど

も
を

ケ
ア

す
る

と
い

う
多

層
的

な
支

援
が

必
要

で
あ

る
．

育
児

力
の

獲
得

の
難

し
さ

は
本

人
の

自
己

の
存

在
価

値
の

否
定

に
つ

な
が

る
傾

向
が

あ
る

．
苦

労
や

悩
み

は
成

長
へ

の
チ

ャ
ン

ス
と

認
識

し
,

地
域

側
の

サ
ポ

ー
ト

体
制

を
構

築
す

る
必

要
が

あ
る

．

森
田

20
10

b
障

害
者

自
立

支
援

法
下

の
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

お
い

て
,メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

問
題

の
あ

る
親

の
支

援
に

つ
い

て
検

討
す

る
．

実
践

報
告

英
国

の
「

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
問

題
を

持
つ

親
と

子
ど

も
の

支
援

の
た

め
の

実
践

ガ
イ

ド
」

か
ら

有
効

的
な

支
援

を
抽

出
．

本
ガ

イ
ド

は
サ

ー
ビ

ス
へ

の
ア

ク
セ

ス
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

ス
タ

ッ
フ

の
共

通
認

識
の

促
進

を
目

的
と

し
て

作
成

さ
れ

た
.本

ガ
イ

ド
は

親
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

問
題

の
悪

化
を

親
個

人
で

は
な

く
,子

ど
も

を
含

め
た

家
族

全
体

の
危

機
と

し
て

と
ら

え
,求

め
ら

れ
る

変
革

,サ
ー

ビ
ス

計
画

や
提

供
に

お
け

る
改

善
点

を
紹

介
し

て
い

る
．

障
害

者
自

立
支

援
法

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
で

は
,メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

問
題

を
も

つ
親

に
関

わ
る

精
神

保
健

福
祉

機
関

が
家

族
全

体
の

リ
カ

バ
リ

ー
を

促
進

す
る

視
点

を
も

ち
,サ

ー
ビ

ス
利

用
計

画
作

成
過

程
に

フ
ァ

ミ
リ

ー
グ

ル
ー

プ
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
導

入
し

．
精

神
保

健
福

祉
機

関
と

児
童

・
家

族
福

祉
機

関
等

と
の

協
働

に
は

橋
を

か
け

る
家

族
モ

デ
ル

の
活

用
が

望
ま

れ
る

．

辻
本

・
他 20
09

 

子
育

て
中

の
精

神
障

害
の

あ
る

本
人

の
精

神
科

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

け
る

支
援

の
内

容
や

支
援

困
難

感
の

要
因

を
明

ら
か

に
す

る
．

質
的

調
査

子
育

て
中

の
精

神
障

害
の

あ
る

本
人

（
６

名
）

に
対

す
る

看
護

師
と

精
神

保
健

福
祉

士
の

支
援

内
容

を
T

Q
M

手
法

を
用

い
て

分
析

．

支
援

の
困

難
感

と
し

て
,①

１
ケ

ー
ス

当
た

り
の

訪
問

回
数

や
複

数
人

体
制

の
訪

問
が

多
い

．
②

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
の

頻
度

や
他

機
関

と
の

電
話

連
絡

の
必

要
性

が
高

い
．

③
親

と
そ

の
子

ど
も

へ
の

双
方

の
支

援
内

容
が

複
雑

で
多

様
で

あ
る

．
④

機
関

間
連

携
が

必
要

で
あ

る
が

そ
の

機
能

の
遂

行
が

困
難

な
現

状
が

あ
る

．

①
多

職
種

に
よ

る
複

数
人

訪
問

．
②

障
害

特
性

に
配

慮
し

た
ア

セ
ス

メ
ン

ト
や

介
入

技
法

等
の

専
門

性
を

高
め

る
研

修
．

③
障

害
の

あ
る

親
の

セ
ル

フ
ヘ

ル
プ

支
援

．
④

他
機

関
連

携
の

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

機
能

を
包

含
す

る
も

の
と

す
る

コ
ン

セ
ン

サ
ス

と
報

酬
評

価
が

必
要

で
あ

る
．



105精神障害のある親とその子どもの生活支援に関する文献レビュー

支
援

者
・

支
援

機
関

に
関

す
る

文
献

（
7

件
）

松
宮

20
16

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
問

題
の

あ
る

親
（

以
下

,親
）

に
よ

る
子

ど
も

虐
待

の
実

態
と

支
援

方
策

に
関

す
る

数
次

の
調

査
の

知
見

を
提

示
す

る
．

主
に

質
的

調
査

主
に

,要
対

協
や

先
駆

的
事

例
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

．
医

療
機

関
の

精
神

保
健

福
祉

士
（

PS
W

）
に

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

.

①
要

対
協

の
事

例
の

う
ち

30
～

80
％

の
親

に
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

問
題

が
あ

っ
た

．
PS

W
や

精
神

科
医

の
参

画
は

チ
ー

ム
に

有
効

だ
っ

た
．

②
虐

待
防

止
に

対
し

て
,P

SW
が

ケ
ー

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
等

を
担

う
こ

と
は

連
携

に
有

効
だ

っ
た

が
,P

SW
の

参
画

は
稀

で
あ

る
．

③
親

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

問
題

が
あ

る
と

家
庭

支
援

専
門

相
談

員
は

家
庭

復
帰

に
厳

し
い

見
通

し
を

抱
き

,実
際

の
支

援
も

乏
し

く
な

る
が

,子
ど

も
の

入
所

期
間

に
有

意
差

は
み

ら
れ

ず
,家

庭
復

帰
が

進
め

ら
れ

て
い

る
．

 

PS
W

が
虐

待
防

止
チ

ー
ム

に
参

画
困

難
な

理
由

は
,医

療
保

険
や

障
害

者
福

祉
制

度
が

家
族

支
援

活
動

の
基

盤
を

十
分

担
保

し
て

い
な

い
こ

と
な

ど
か

ら
,児

童
福

祉
領

域
と

の
連

携
や

虐
待

に
関

す
る

研
修

の
機

会
の

な
さ

が
考

え
ら

れ
る

．
児

童
福

祉
領

域
の

親
へ

の
対

応
に

専
門

職
の

十
分

な
参

画
が

な
い

な
か

,子
ど

も
の

家
庭

復
帰

が
促

進
さ

れ
る

状
況

を
改

善
す

べ
き

で
あ

る
．

 

加
藤

20
15

精
神

障
害

等
の

い
る

家
族

へ
支

援
実

態
を

時
間

的
経

過
に

沿
っ

て
評

価
し

,精
神

医
療

を
受

け
て

い
る

親
に

関
わ

る
要

対
協

の
実

態
か

ら
医

療
機

関
連

携
を

明
ら

か
に

す
る

．

量
的

調
査

10
の

要
対

協
事

例
の

う
ち

精
神

科
受

診
者

の
3・

9・
15

か
月

後
を

追
い

,各
時

期
の

問
題

把
握

と
支

援
状

況
の

経
過

分
析

．
 

該
当

事
例

の
15

カ
月

間
の

追
跡

調
査

に
お

い
て

,要
対

協
が

担
当

し
た

精
神

障
害

を
持

つ
親

へ
の

支
援

量
は

精
神

に
問

題
の

な
い

家
族

の
２

倍
だ

っ
た

．
時

間
経

過
を

通
じ

て
,家

庭
訪

問
,生

活
保

護
,シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

,
保

育
所

,学
校

,親
族

利
用

の
割

合
が

高
く

な
っ

て
い

た
．

精
神

科
医

と
の

連
携

は
事

例
担

当
者

に
委

ね
ら

れ
て

い
た

．

支
援

機
関

の
中

心
と

な
る

機
関

の
調

整
力

,精
神

科
医

や
障

害
福

祉
課

と
の

連
携

．ケ
ー

ス
会

議
の

定
期

的
開

催
,地

域
精

神
保

健
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
と

要
対

協
の

連
携

が
必

要
．精

神
科

医
が

精
神

障
害

を
も

つ
親

を「
子

育
中

の
親

」
と

認
識

し
,要

対
協

の
役

割
の

理
解

に
よ

り
精

神
保

健
福

祉
士

を
介

し
た

連
携

が
可

能
に

な
る

．

松
宮

20
13

子
ど

も
虐

待
と

親
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

関
連

性
や

支
援

者
の

認
識

,
連

携
の

実
態

を
明

確
に

し
,支

援
体

制
の

整
備

の
課

題
を

提
示

す
る

．
 

量
的

調
査

　
児

童
相

談
所

・
児

童
福

祉
施

設
・

精
神

科
医

療
機

関
を

対
象

に
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施
．

家
庭

支
援

専
門

相
談

員
（

FS
W

）
の

精
神

保
健

福
祉

士
・

精
神

科
医

療
機

関
と

の
連

携
は

乏
し

く
研

修
も

不
充

分
．

社
会

福
祉

の
有

資
格

も
少

な
い

.
児

童
虐

待
事

例
の

判
断

水
準

,親
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
問

題
と

虐
待

と
の

関
連

性
に

関
す

る
認

識
は

精
神

保
健

福
祉

士
の

方
が

低
か

っ
た

．
当

該
事

例
に

対
す

る
困

難
感

な
ど

は
FS

W
が

最
も

高
か

っ
た

．

子
ど

も
の

虐
待

に
応

じ
る

FS
W

の
実

態
に

対
応

し
た

人
員

配
置

や
研

修
機

会
,連

携
シ

ス
テ

ム
の

拡
充

を
図

る
必

要
性

が
あ

る
．

多
様

な
生

活
や

養
育

問
題

が
重

複
化

す
る

こ
と

か
ら

,ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

の
観

点
か

ら
の

ア
プ

ロ
ー

チ
が

不
可

決
で

あ
る

．

松
宮

・
他 20
13

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
問

題
の

あ
る

親
に

よ
る

虐
待

事
例

へ
の

支
援

に
対

す
る

児
童

福
祉

と
精

神
保

健
福

祉
の

相
談

援
助

職
の

認
識

を
明

確
に

す
る

．

量
的

調
査

児
童

福
祉

領
域

相
談

職
50

3
票

・
医

療
機

関
の

精
神

保
健

福
祉

士
（

PS
W

）
68

8
票

を
対

象
に

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

．
 

当
該

事
例

の
支

援
に

対
し

て
,①

児
童

虐
待

へ
の

関
心

や
経

験
は

児
童

福
祉

領
域

相
談

援
助

職
と

比
べ

て
PS

W
は

有
意

に
低

い
．

②
養

育
状

況
の

虐
待

認
識

は
,P

SW
は

児
童

福
祉

施
設

に
比

べ
有

意
に

低
い

．
③

支
援

の
困

難
感

と
ス

ト
レ

ス
は

児
童

福
祉

施
設

と
児

童
相

談
所

が
有

意
に

高
く

,P
SW

は
低

い
．

 

①
支

援
モ

デ
ル

お
よ

び
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
,②

児
童

福
祉

領
域

に
お

け
る

相
談

援
助

職
と

し
て

有
資

格
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

の
配

置
,③

精
神

科
医

療
機

関
と

の
連

携
の

促
進

の
必

要
性

が
あ

る
．

松
宮
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１．子どもへの支援　

主に子どもへの支援に関する 8 の論文は , 不安障害などの精神障害のある親やメンタル

ヘルス問題のある親の子どもを対象としており , その年齢は概ね 18 歳までである。子ども

へのインタビュー調査（森田，2010a）, 事例研究（田野中・遠藤・永井 他，2016：森田，

2010a）, 教職員向けのアンケート調査（森田，2016）, 子どもの集いの参加者へのアンケー

ト調査（土田・長江・服部 他，2011）により , 精神障害のある親と暮らす子どもの生活実

態の把握や子どものニーズの明確化を目的とする論文がみられた。

まず , 子どもの生活実態として , 次の四点が明らかになった。第一は , 子どもは親の精神

症状に対応しながら , 家事やきょうだいの世話を担うことで , 学校を欠席したり , 遅刻せざ

るを得ない現状にある（森田，2013：2016：2017）。第二は , 家庭内において , 親の疾患に

関する説明やそのことを話題にした会話がないなかで , 子どもは親の病気のことは「人に気

づかれてはいけないもの」と認識するようになっていた。第三に , 子どもの周囲にいる大人

である教員や医療職及び近隣住民の踏み込んだかかわりもないことから（田野中・遠藤・

永井 他，2016）, 子どもは孤独感を抱きながらも誰にも助けを求めない状況にある。第四と

して , 子どもの本音は「話を聞いてくれる大人がいてほしかった」「気づいてほしかったが

自分からは言えなかった」と大人の関与を望んでいる現状がある（土田・宮越，2016）。そ

して , 日常生活上の経験の中で , 子どもは「普通」の親を期待し要求する局面から , あきら

める局面 , できない状態にある親の現状を認める局面という親に対する認識の変容がみられ

た（森田 , 2010a）。

次に , 子どもに対する効果的な援助要素として , 以下の五点がみられた。①子どもの生活

状況と親の障害との包括的な理解（土田・宮越，2016）, ②子どものストレスマネジメント

や情緒的発達を支援するプログラムの開発（森田，2017）, ③子どもへの親の疾患の説明や

親子が日常生活の中で問題や感情を話しあえる支援 , ④家庭内外の人間関係の形成や社会資

源の活用へのサポート（田野中・土田・遠藤 他，2015：田野中・遠藤・永井 他，2016）,

⑤親の介護を担う子どもを発見し , 家庭内のケアを社会資源と調整する仕組みであるマネジ

メントの必要性（森田，2017）である。

さらに , 諸外国の取り組みの紹介によると , 英国では介護を担う子どもの規模や実態

の把握を行い , 子どもの権利の明確化とその実現に向けた施策として , 子どもにアセス

メント請求権や介護給付権が保障されている（森田，2013）。ドイツでは , 支援者同士

の連携と交流を目的とした「精神疾患のある親の子ども達」協同体（BAG ＝ Bundes 

Arbeitsgemeinschaft “Kinder Psychisch Klanker Eltern”）が 2001 年に設立され , 年に 1 回

の頻度で交流集会が開催されている。また , CHIMPS（Children of mentally ill parents）プ

ログラムという , 先述した子どもへの親の疾患の説明や親子が日常生活の中で問題や感情を

話しあえる支援 , 家庭内外の人間関係の形成や社会資源の活用へのサポートを含み , これら

が自己負担なく医療保険で受けることができるプログラムがある。
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２．精神障害のある本人への親支援

精神障害のある本人への親支援に関する 11 の論文において , 本人の疾患は統合失調症や

気分障害（村方，2017：村方・角田，2017：土田，2014：澤田，2012）, 薬物依存症（平田・栄，

2013）に限定したもの以外は「精神障害」「精神疾患」と広い概念でとらえられていた。主

な着眼点は , 急性期病棟に入院した女性の子育て経験の有無等（岩佐・馬場，2018）や訪問

看護ステーションにおける子育て中にある利用者の支援量（辻本・金，2009）, 結婚・出産・

育児の経験が本人にもたらすエンパワメント過程（村方，2017）, 親の精神症状やスティグ

マによる影響の理解促進や支援方法（土田，2014）などがある。

精神障害のある本人に着目すると , 幼少期の被虐待経験や小児期の不適切な養育環境が

精神疾患の発症や養育困難感に影響する傾向があること（山下，2013）, 出産・育児とい

うライフイベントの中で精神疾患の発症や精神障害の増悪が生じやすいこと（岩佐・馬場，

2018）, 精神障害に対するセルフスティグマがあると援助希求行動が抑制され , 家族が孤立

した生活を送り , 加えて症状による意欲や関心の低下のために子どもが出すサインに気づき

にくいこと（土田，2014）などの課題が折出された。

このような精神障害のある本人への効果的な援助要素として , 子育てに困難感がある本人

の親支援（土田，2014）, 幼少期の養育体験も含めた本人の障害受容 , 本人自身によるセル

フケア , 子どものケアとニーズに応じた支援者とのリンケージといった多層的な支援（澤田，

2012）があげられる。その際 , 生活の全体性の観点から親本人と子どもの包括的なアセスメ

ントとアウトリーチの有効性（平田・栄，2013：村方・角田，2017：辻本・金，2009：辻本・

栄・榎原 他，2016）, リカバリー視点を踏まえたサービス利用計画等の作成過程におけるファ

ミリーグループカンファレンスの導入（森田，2010b）, 母子が利用できるショートステイ

やグループホームなどの制度的創設の必要性（名城，2018）が報告されている。

３．精神障害のある親本人とその子どもの生活の支援者や支援体制　　　

支援者や支援体制に関する７の論文には , 精神障害（精神疾患・メンタルヘルス問題も含

む）のある親にかかわる精神保健福祉領域の医療機関や精神保健福祉士 , 子どもにかかわる

児童福祉領域の機関や施設及び家庭支援専門相談員（FSW：Family Social Worker）, 子ど

も虐待に関連する要対協とその児童相談担当者があげられている。

まず , 支援者に着目した研究では , 精神保健福祉領域と児童福祉領域の間における支援者

の現状において ,「児童虐待」と判断する閾値は児童の支援者に比べて精神保健福祉士は有

意に高く（松宮，2013：2016）, 支援者間のアセスメントの違いが明らかになった。また ,

要対協で取り上げられた事例において , 精神障害のある本人への支援量は障害のない家族

の 2 倍になることが示されたものの , 病状悪化による入院以外は児童福祉領域の支援者と

精神科医療機関との連携はあまりみられない現状にあった（加藤，2015）。次に , 子どもの

施設入所前から退所後までの総合調整というソーシャルワーカーの役割を担う児童養護施
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設の FSW に着目すると , 精神保健福祉士の有資格者である FSW は子どもとともに親への

支援も業務範囲と認識しており（松宮，2008）, 家族の包括的支援を行っていた。しかし ,

未だ FSW には社会福祉士や精神保健福祉士の有資格者が少ない現状にある（井上・松宮，

2010）。さらに制度的課題として , 児童養護施設にソーシャルワーカーの必置要件がないこ

と（井上・松宮，2010：松宮・八重樫，2013）, 医療保険や障害者福祉制度に家族支援の基

盤が乏しいこと（松宮，2016）などがあげられる。

効果的な援助要素として , 次の三点がある。第一に , メンタルヘルスに課題のある親とそ

の子どもの生活支援を目指したアセスメントや機関間連携に関する研修の実施（松宮・八

重樫，2013）。第二に , 児童虐待とメンタルヘルス問題がある親との関連では , 要対協のケー

ス会議における精神科医や精神保健福祉士並びに障害福祉担当部署との連携重視（加藤，

2015）。その際 , 精神科医が意識的に精神障害者を「病者」「障害者」といった属性ではなく「子

育て中の親」という一人の生活者と捉え , 精神保健福祉士を介した連携を図ることが重要で

ある。第三に , 児童福祉領域の機関や施設に FSW をはじめソーシャルワーカーの位置づけ

の明確化（井上・松宮，2010）がある。

Ⅳ．精神障害のある親とその子どもの生活支援　―精神保健福祉士の観点から―

本研究の文献レビューでは ,「精神障害のある親とその子どもの生活支援」に関連する論

文のうち , 子どもが学童期以降にある論文 26 件を分析対象とした。そして , 効果的な援助

要素の抽出に際して , 支援対象や内容別に着目し , 精神障害のある本人への親支援 , その子

どもへの支援 , 精神障害のある本人の親とその子どもの支援者と支援体制に分類し , 以下に

得られた知見から精神保健福祉士の支援のあり方について考察する。

まず精神障害のある本人への親支援では , 本人が妊娠・出産までに精神疾患に罹患して

いた場合とそれ以降に精神疾患を罹患した場合とでは力点が異なる支援が必要となる。前

者は周産期における心身の不調や子育ての困難さへの支援に , 後者はストレングス視点に基

づくリカバリー志向の子育て支援に力点が置かれる。いずれも精神障害のある本人は疾患

と障害が一部にありながら ,「親」という役割をもつ生活者の視点が不可欠である。精神保

健福祉士は生活者の視点に基づき , 生活の全体性の観点からのアプローチ（辻本・栄・榎原 

他，2016）やアウトリーチによる分野横断的で切れ目のない継続的な生活支援が求められ

る。しかし , 本人自身がトラウマ体験や精神障害者に対するスティグマがあると , 子育ての

困難感があっても自ら援助を求めない傾向がある。実際に , 要対協で取り上げる事例には精

神科医療や障害福祉制度を利用していないケースが少なくなかった。本人の援助希求行動

がなければ , 子育てに関するニーズの顕在化は困難となり , そのことが本人の生活環境や支

援の乏しさを生み , 結果的にマルトリートメントや虐待に影響する危険性がある。今後 , 精

神保健福祉士は , 精神障害がありながら子育てに悩む人々や子育てによって精神的不調にあ

る人々等に対して , 本人の心理社会的状況や養育環境も含む発病時期及び精神障害者に対す
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るスティグマを考慮しながら , 子育て支援における援助希求行動の促進とともに , 家族単位

の生活相談に応じる必要がある。

その取組みを行うにあたって , 地域ぐるみで子育て支援を行っている次の実践が参考にな

る。たとえば、北海道浦河町の「応援ミーティング」がある（伊藤・川村，2018）。これは ,

精神障害のある本人が自分の子育て問題に関するカンファレンスに参加するという取り組

みである。当事者本人の自己決定に基づく支援によるエンパワメントとともに , 地域の子育

て支援のネットワークの形成が期待される。また , 沖縄県糸満市では（山城，2018）, 精神

科病院の精神保健福祉士を委員長として協議会を運営し , 子育て支援のための NPO を育成・

活用する取り組みがある。これらの実践から精神保健福祉士は本人の生活者の視点と生活

の全体性や継続性の観点からアウトリーチ支援を重視し , 周産期におけるメンタルヘルス支

援を行う仕組みづくりとともに , 精神障害のある本人のリカバリーを目指したケア会議等へ

の参画支援 , 地域ぐるみの子育て支援体制の構築を目指すことが望まれる。

次に , 精神障害のある親の子どもは , ライフステージで経験する仲間意識の醸成や学業よ

りも家事を優先せざるを得ない状況にあり ,「子ども」としての体験が困難なことから生じ

る情緒的な発達上の課題（田野中・遠藤・永井 他，2016）が明らかになった。近年では森

田（2010a）が着目している「ヤングケアラー」の問題として , その実態調査が報告され（澁谷，

2018）, 教育機関と福祉機関との連携に基づく支援体制の構築が必要視されている。その一

方で , 病気を抱えた親と家族 , 子どもの支援を掲げた NPO 法人ぷるすあるはによる「子ど

も情報ステーション」のサイトが開設されるなど（NPO 法人 ぷるすあるは）, 同様の経験

がある子ども同士のピアサポートやその支援ネットワークの形成が具現化されている。ま

た , 亀岡が「精神科通院患者に子どもがいた場合 , 子どもを含む家族全体を精神保健の視点

から評価し , 必要であれば地域の支援機関との連携を働きかける姿勢が求められる」（亀岡，

2008）と指摘するように , 精神保健福祉士は精神障害のある本人の出会いはその子どもとの

出会いであるという認識のもと , 子どものライフステージを考慮して , 親の精神障害に対す

る正しい知識の説明とともに , ピアグループに関する情報提供や必要に応じて児童福祉機関

につなげる支援が必要である。

さらに , 本研究では児童福祉領域と精神保健福祉領域の支援者や支援機関において , 「虐

待」等にまつわるアセスメントの着眼点や連携機関に対する認識における相違点 , 児童福祉

領域の FSW をはじめソーシャルワーカーの法的位置づけの欠如が明らかになった。このよ

うな状況は , メンタルヘルスに課題のある本人とその子どもの包括的支援における連携の阻

害要因となり , 支援の初動の遅れにつながる危険性がある。今後 , 精神障害のある親の子育

て支援を担う精神保健福祉士の支援者・機関間連携に関して , 三つの方策が考えられる。第

一は , 児童福祉領域と精神保健福祉領域における支援者の合同研修の実施である。互いの領

域で用いられている知識やスキルを学び共通言語を習得すること , また両領域の連携や協働

によるグッドプラクティスの事例研究から効果的な連携や協働の要素を抽出する必要があ
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る。第二は , 実践レベルの支援体制の構築である。精神障害のある本人やその子どもの生活

ニーズとライフステージを考慮した生活支援には , 世帯単位や家族単位の包括的支援や本人

参加型のケースマネジメント体制の構築が求められ , 機関間連携や協働を踏まえた分野横断

的な協議の場が必要と言える。第三は , 既存のサービスや法制度の不備に対して , 実践を支

える法制度の創設である。児童福祉機関と精神保健福祉機関におけるソーシャルワーク専

門職の配置や , 世帯単位や家族単位の支援基盤の整備や社会資源の創設を目指して , 精神保

健福祉士によるソーシャルアクションが求められる。

Ⅴ．本研究の限界と今後の課題

本研究の限界として , データーベースと検索ワードがあげられる。データーベースは

CiNii のみの使用であり ,CiNii で検索されなかった論文がある可能性が高い。また , 設定し

たワードに関しても , 近年では「マルトリートメント」「ヤングケアラー」に着目した研究

が散見されるがその関連論文についても検討できなかった。さらに , 精神的不調があるもの

の未受診で子育てに困難がある像についても検索できなかった。このように , 本研究で得ら

れた知見は , 限定された論文の分析にすぎない。今後 , 2019 年以降の文献も確認しながら ,

複数のデーターベースによる検索をもとに精神障害のある親とその子どもの生活支援に役

立つ示唆を得るようにしたい。

今後の課題として , 本研究では「精神障害のある親の子育て支援」をテーマとし , 子ども

の年齢を学童期以降とした。近年では , 薬物療法が必要な精神障害者の妊娠や出産時におけ

る薬物投与や病状管理に対する支援方法が報告されており（伊藤・村島，2016）,「親にな

る」支援もみられるようになった。また , 文献レビューを通じて ,「精神障害」という概念

が「障害」「疾患」「パーソナリティー」にまたがる広義の概念として用いられており（松宮，

2012：2016）, 精神保健（メンタルヘルス）の課題を抱える人々の子育て支援も必要視され

てきている。今後は , これらの指摘をもとにした , 子育て支援における効果的な援助要素の

文献整理も必要と言える。
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Literature Review on Life Support for Parents with Mental 
Disorders and Their Children

SAKAE Setsuko
TSUJIMOTO Naoko

This study reviewed life support for parents with mental disorders and their children. It 
aimed to obtain reliable knowledge to develop effective life support for them in Japan.
We used Citation Information by the National Institute of Informatics and J-Dream III 

(Japanese databases) to gather data from 2008 to 2018. The literature during this period 
identified 26 original articles as subjects for analysis out of 241 related articles.
The results were classified into the following categories: childcare and support for children, 

support for parents with mental disorders, and supporters and support systems.
The keywords for effective support are introduction to family psychoeducation and self-

help groups for children, comprehensive assessment and outreach throughout life, 
collaboration between child welfare agencies and mental health agencies，and placement of 
social work professionals in child welfare agencies.


